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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影する撮影手段と、
　外部からの映像信号及び音声信号の受信が可能な受信手段と、
　前記撮影手段により撮影された撮影映像と、前記受信手段により受信された映像信号に
基づく受信映像とを表示可能な共通の表示画面と、前記表示画面を前記撮影手段が設けら
れた本体に結合するとともに複数方向に回転可能な状態で保持するヒンジ部とを有する表
示手段と、
　前記撮影手段により撮影を行なうとともに、前記受信手段により外部から前記映像信号
及び前記音声信号の受信を行なう所定の動作モードの実行中に、前記受信手段により受信
された音声信号に基づく受信音声を出力するための、前記本体における前記撮影手段と同
じ側面に設けられたスピーカと、
　前記所定の動作モードの実行中は、前記撮影手段の撮影方向と、前記ヒンジ部の回転に
よって変化する前記表示画面の向きとに応じて、前記表示画面に表示される映像を前記撮
影映像と前記受信映像とで切り替えるとともに、前記スピーカから前記受信音声の出力を
行なうよう制御する制御手段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記制御手段は、前記表示画面の向きと前記撮影手段の撮影方向と
が一致すると判断されるときは、前記表示画面に前記受信映像を表示し、前記表示画面の
向きと前記撮影手段の撮影方向とが一致しないと判断されるときは、前記表示画面に前記
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撮影映像を表示するよう制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　請求項１において、前記制御手段は、前記表示画面の向きと前記撮影手段の撮影方向と
が一致すると判断されるときは、前記表示画面に前記受信映像を大画面で表示し、かつ前
記撮影映像を小画面で表示し、前記表示画面の向きと前記撮影手段の撮影方向とが一致し
ないと判断されるときは、前記表示画面に前記撮影映像を大画面で表示し、かつ前記受信
映像を小画面で表示するよう制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、さらに前記本体に設けられたマイクロフォン
と、前記撮影手段で撮影された撮影映像に基づく映像信号及び前記マイクロフォンで集音
された音声に基づく音声信号を外部に送信可能な送信手段とを有し、前記所定の動作モー
ドにおいては、前記撮影手段、前記受信手段及び前記送信手段を同時に動作させることを
特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項４において、さらに前記撮影映像に画像効果を施す画像処理手段を有し、前記画
像処理手段で処理された映像を前記表示手段が表示可能であり、かつ前記画像処理手段で
処理された映像に基づく映像信号を前記送信手段が送信可能であることを特徴とする撮像
装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項において、前記所定の動作モードとはテレビ電話モード
であって、当該テレビ電話モードにおいて前記撮像装置は外部装置に対してリアルタイム
に映像信号及び音声信号を送受信することを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　請求項６において、外部より前記テレビ電話モードを実行させるコマンドを入力する為
のリモートコマンダーをさらに有し、当該リモートコマンダーはテレビ電話に用いるリモ
ートスピーカ及びリモートマイクロフォンを備えることを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、映像データ及び音声データを送受信可能なビデオカメラ等の撮像装置或いは
撮影部を備えた携帯通信機器に関し、ＴＶ電話機能を実現するのに用いて好適なものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
最近では、携帯通信端末にカメラを搭載したものが存在する。その用途としては、カメラ
で撮影した静止画をＥメールで友達に送信したり、自機の液晶ディスプレイのスタンバイ
画面に使用したりして利用されている。
【０００３】
また、内蔵した通信機能を利用して、外部とのデータ通信が可能となるカメラも考えられ
ている。図１３には、かかるカメラ（ビデオカメラ）の一例を示す。ビデオカメラ３０１
において、３０３はレンズ部である。３０４はレンズ３０３を通して撮像される映像を表
示する液晶ディスプレイパネルである。３０５は撮影記録用トリガボタンである。３０６
はバッテリである。３０７は電子ビューファインダである。３０８はデータ通信部であり
、アンテナ３０２を介して、外部のシステムとの無線通信機能が実現される。また、３０
９は各種操作部である。
【０００４】
上述したような、カメラを搭載した携帯通信端末や外部通信可能なビデオカメラを用いれ
ば、映像データ及び音声データを送受信する所謂ＴＶ電話機能を実現することが可能とな
る。この場合、携帯通信端末に搭載されたカメラや、ビデオカメラで自分の映像を撮影し
て通信相手に撮影データを送信し、また通信相手から受信した映像を携帯通信端末の液晶
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ディスプレイや、ビデオカメラの液晶ディスプレイパネルに表示する使用形態となってい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、携帯通信端末やビデオカメラを用いてＴＶ電話機能を実現した場合に、そ
の使い勝手に関しては十分とはいえないところがある。例えば、ビデオカメラ３０１を用
いてＴＶ電話機能を実現する場合、通話中は液晶ディスプレイパネル３０４に常に通信相
手から受信した映像が表示されるにすぎない。この構成では、ビデオカメラを固定しつつ
自分を撮影して、その映像を通信相手に送る場合はよいが、例えば周りの景色や周囲にい
る人物の様子を通信相手に映像として送りたい場合など、撮影のフレーミング調整にＬＣ
Ｄパネル３０４が使用できなくなるといった問題がある。
【０００６】
　本発明は前述の如き問題点を解決することを目的とし、さらに扱いやすいＴＶ電話機能
を備えた携帯通信機器やビデオカメラ等の撮像装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
斯かる目的を達成する為の手段として、本発明は以下の構成からなる手段を有する。
【０００８】
　本発明の撮像装置は、被写体を撮影する撮影手段と、外部からの映像信号及び音声信号
の受信が可能な受信手段と、前記撮影手段により撮影された撮影映像と、前記受信手段に
より受信された映像信号に基づく受信映像とを表示可能な共通の表示画面と、前記表示画
面を前記撮影手段が設けられた本体に結合するとともに複数方向に回転可能な状態で保持
するヒンジ部とを有する表示手段と、前記撮影手段により撮影を行なうとともに、前記受
信手段により外部から前記映像信号及び前記音声信号の受信を行なう所定の動作モードの
実行中に、前記受信手段により受信された音声信号に基づく受信音声を出力するための、
前記本体における前記撮影手段と同じ側面に設けられたスピーカと、前記所定の動作モー
ドの実行中は、前記撮影手段の撮影方向と、前記ヒンジ部の回転によって変化する前記表
示画面の向きとに応じて、前記表示画面に表示される映像を前記撮影映像と前記受信映像
とで切り替えるとともに、前記スピーカから前記受信音声の出力を行なうよう制御する制
御手段とを備えたことを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００１３】
（実施の形態１）
第１の実施の形態として、本発明を撮像装置に適用した例について説明する。
【００１４】
図１（Ａ）、図１（Ｂ）及び図２に、本実施の形態の撮像装置であるビデオカメラ１０１
の外観及び使用形態を表した図を示す。このビデオカメラ１０１は、抜挿可能なメモリカ
ード型のモデム１０２を装着することによって、これを通信端末として利用し、ＴＶ電話
機能を実現することができる。メモリカード型のモデム１０２により、携帯通話端末網等
の電話回線を直接用いた無線通信方式や、近距離無線通信であるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ等を
用いてネットワーク上にある他の電話機を介して通信する通信方式等が利用可能な構成と
なっている。
【００１５】
また、ビデオカメラ１０１は、液晶ディスプレイパネル（ＬＣＤパネル）１０３、ビュー
ファインダ１０４、内蔵スピーカ１０５、レンズ１０６、ＬＣＤパネル１０３を回転させ
るためのヒンジ１０８、メモリカード型のモデム１０２を装着するためのメモリカードス
ロット１０９、撮影の開始や停止を指示するトリガボタン１１０、メニュースイッチ１１
１、内蔵マイク１１３などから構成されている。
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【００１６】
また、１０７は被写体である。
【００１７】
前述したヒンジ１０８によって、図１に示すように、ＬＣＤパネル１０３を矢印Ｒ方向に
回転させることができる。また、図１、図２に示すように、ＬＣＤパネル１０３を開閉さ
せることもできる。
【００１８】
また、メニュースイッチ１１１では、ビデオカメラ１０１に通常の撮影動作を実行させる
ビデオカメラ（ＶＣＲ）モードと、ＴＶ電話として使用するＴＶ電話モードとを選択及び
決定することができる。また、図４に示すように、メニュースイッチ１１１の操作に応じ
て、ＬＣＤパネル１０３の表示面にメニュー画面４０１を表示してモード選択を行い、Ｔ
Ｖ電話モードを選択したときはメニュー画面上で電話番号の選択及び決定が可能な構成と
なっている。通信先の電話番号は、ビデオカメラ１０１内のメモリ（図７の２１８）にユ
ーザ自身が登録できる構成となっている。また、メニュー画面による電話番号の選択以外
に、番号の直接入力に用いる番号キー（テンキー）をビデオカメラ１０１本体に設けても
よい。
【００１９】
さらにビデオカメラ１０１は、ＴＶ電話モード時の発信あるいは着信時にオンフック状態
（通話状態）するためのボタン１１２を備えており、ボタン１１２は通話中と非通話中と
で明暗表示（ＬＥＤの色等）が変わる構成となっている。
【００２０】
また、ビデオカメラ１０１は図３に示したようなリモートコントローラ１５０で遠隔操作
することも可能である。ビデオカメラ１０１はリモートコントローラ１５０と各種信号の
無線送受信を行なうための送受信回路とアンテナ１５１を備えている。
【００２１】
ここで、図３のリモートコントローラ１５０について説明する。リモートコントローラ１
５０は、リモートスピーカ１１５、リモートマイク１１６、オンフックボタンやトリガボ
タンなどビデオカメラの各種操作を行なうためのコマンドキー１１７、ビデオカメラ１０
１と音声信号や各種コマンド信号の無線送受信を行なうための送受信アンテナ１１８、及
びリモートコントローラのパワースイッチ１１９を具備している。
【００２２】
リモートコントローラ１５０におけるリモートスピーカ１１５からは、ビデオカメラ１０
１から受信した音声信号を出力可能であり、またリモートマイク１１６で集音した音声信
号をビデオカメラ１０１に送信可能な構成となっている。
【００２３】
続いて、ビデオカメラ１０１がＶＣＲモードで通常の撮影動作を行なう場合の説明を行な
う。
【００２４】
ユーザはメニュースイッチ１１１を操作してＶＣＲモードに切り替える。また、図示しな
いビデオカメラ機能の操作スイッチで、ＶＣＲモードのうち、再生するためのＶＴＲモー
ドと撮影するためのカメラモードとに切り替え可能であって、ここではカメラモードに切
り替える。
【００２５】
そして、被写体１０７にレンズ１０６を向け、トリガボタン１１０を押すと、撮影及び記
録が開始される。このとき、撮影される映像は、ＬＣＤパネル１０３の表示面又はビュー
ファインダ１０４に表示される。例えば、図２に示すように、ＬＣＤパネル１０３を閉じ
ている場合はビューファインダ１０４に撮影画像が表示され、図１に示すように、ＬＣＤ
パネル１０３が開いている場合はＬＣＤパネル１０３の表示面に撮影画像が表示される。
【００２６】
上述したように、ＬＣＤパネル１０３はヒンジ１０８を軸として回転可能になっており、
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図１（Ａ）に示す状態では、ＬＣＤパネル１０３の表示面の向き（表示方向）は、レンズ
１０６の向き（撮影方向）と反対方向（矢印５０１）となるビューファインダ１０４側に
向けられている。
【００２７】
この状態から、ＬＣＤパネル１０３を１８０度近く回転させると、図１（Ｂ）に示すよう
に、ＬＣＤパネル１０３の表示面の向き（表示方向）は、レンズ１０６の向き（撮影方向
）と同じ方向（矢印５０２）となる被写体１０７側に向けられている。この状態を対面撮
影状態と呼ぶ。対面撮影状態の場合、ＬＣＤパネル１０３に表示される映像が逆さに見え
ないように、上下が逆像になるよう反転変換し、更に左右を鏡像変換して表示する。
【００２８】
かかる対面撮影は、撮影者自身を撮影する場合や、子供を撮る時に子供にＬＣＤパネル１
０３に映っている子供自身を見せることによって興味を引かせ、レンズ１０６側に視線を
向けさせる場合等に用いられる。
【００２９】
次に、ビデオカメラ１０１を用いてＴＶ電話機能を実現する場合について説明する。この
場合、メモリカード型のモデム１０２をメモリカードスロット１０９に装着するとともに
、メニュースイッチ１１１を操作してＴＶ電話モードに切り替える。
【００３０】
ＴＶ電話モードに切り替えると、装着したメモリカード型のモデム１０２を用いて、電話
回線等を利用した映像データ及び音声データの送受信が可能になる。
【００３１】
電話着信時には、着信音を発生させたり、ＬＣＤパネル１０３上の表示面にアイコン表示
を行ったり、或いはボタン１１２を明滅表示する等したりして、着信があることをユーザ
に知らせる。
【００３２】
また、通話相手から送られてくる映像は、ＬＣＤパネル１０３の表示面に表示され、音声
はスピーカ１０５あるいはリモートスピーカ１１５から出力可能である。
【００３３】
こちらから映像を送るときはレンズ１０６から撮影した映像を処理して送信可能であり、
音声についてはマイク１１３あるいはリモートマイク１１６から入力して相手の通信機器
に送信可能である。
【００３４】
ＴＶ電話モードにおける基本的な使用形態としては、通話相手にも自分の映像を送る必要
があるので、図５に示すように、撮影方向（矢印Ｘ）を自分の方向に向け、同時にＬＣＤ
パネル１０３を回転させて表示方向（矢印Ｙ）を自分側へ向けて、表示面を対面撮影状態
で固定し、表示面に表示される通話相手の映像を見ながら通話する。
【００３５】
さらに、本実施形態のビデオカメラ１０１のＴＶ電話モードでは、上述の基本的な使用形
態以外に様々な撮影、表示が可能である。以下、図６（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）を参照し
て、ＴＶ電話モードにおける使用形態について説明する。
【００３６】
図６（Ａ）に示す状態は、ＬＣＤパネル１０３の表示面の向き（表示方向）をレンズ１０
６の向き（撮影方向）と反対方向、すなわち、ビューファインダ１０４側に向けて通話及
び撮影をしている状態である。この状態では、ＬＣＤパネル１０３に表示される映像は、
レンズ１０６を通して撮影された被写体１０７の映像６０１となるようにする。また付近
の音声はマイク１１３で集音されて通話相手に送信され、相手から受信した音声はスピー
カ１０５から出力される。
【００３７】
上記の状態から、図６（Ｂ）に示すように、ＬＣＤパネル１０３を、ヒンジ１０８を支点
にして矢印に示すように１８０度回転させる。
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【００３８】
そして、図６（Ｃ）に示すように、ＬＣＤパネル１０３を１８０度近く回転させた結果、
ＬＣＤパネル１０３の表示面の方向（表示方向）はレンズ１０６の向き（撮影方向）と同
じ方向となる。この状態（対面撮影状態）では、ＬＣＤパネル１０３に表示される映像は
、通話相手から送られてくる映像６０２となるようにする。このとき、付近の音声はマイ
ク１１３で集音されて通話相手に送信され、相手から受信した音声はスピーカ１０５から
出力される。
【００３９】
また、図６（Ｃ）のような対面撮影状態のもとで、被写体１０７がリモートコントローラ
１５０を使ってビデオカメラ１０１を操作する状況（或いはリモートコントローラ１５０
を用いるすべての状況）では、リモートコントローラ１５０のパワースイッチ１１９をオ
ンにした上で、コマンドキー群１１７を操作して、ビデオカメラ１０１のオンフック等各
種の遠隔操作を行なうことが可能である。また音声に関しては、リモートコントローラ１
５０を操作する被写体１０７付近の音声をリモートマイク１１６で集音して、送受信アン
テナ１１８から無線伝送を介してビデオカメラ１０１のアンテナ１５１へ送信してさらに
通話相手に送信するよう選択することも可能である。また、通話相手からの音声をビデオ
カメラ１０１のアンテナ１５１から無線伝送を介してリモートコントローラ１５０の送受
信アンテナ１１８で受信し、リモートスピーカ１１５から出力するよう選択することも可
能である。
【００４０】
以上述べたように、ＬＣＤパネル１０３を回転させて、その位置（表示方向）に応じてＬ
ＣＤパネル１０３に表示する映像を、ビデオカメラ１０１自身で撮影した映像か、通話相
手から送られてくる映像かに切り替えることが可能である。すなわち、図６（Ｃ）に示し
た状態は、お互いに顔を見せ合いながら通話を行なう状態であり、図６（Ａ）に示した状
態は、通話相手に自分の周辺の状況や近くにいる人物等の映像を送って見せる状態で、こ
の場合、撮影者はＬＣＤパネル１０３の映像を見ながらフレーミングを行なうことができ
る。
【００４１】
図７に本実施形態のビデオカメラ１０１のブロック図を示し、これを説明する。なお、既
に説明した構成要素と同じものには同一の符号を付してある。
【００４２】
１０２はメモリカード型のモデムであり、通信制御回路２０２により制御される。２０２
は通信制御回路であり、ＣＰＵ２０３からの指示に従って、メモリカード型のモデム１０
２のセットアップや通信コネクションの起動／終了、画像データや音声データの送受信、
画像の通信用エンコード／デコード等を行なう。
【００４３】
ＴＶ電話モードでの動作時に、通信相手から受信した画像データは、通信制御回路２０２
でデコードされた後、ＬＣＤ表示制御回路２１１で表示に適した形に変換されてからＬＣ
Ｄパネル１０３に表示できる。また、通信相手から受信した音声データは、通信制御回路
２０２を介して選択回路２１９に送られ、内蔵スピーカ１０５か、或いはさらに送受信回
路２１６を経てリモートスピーカ１１５で出力できる。
【００４４】
レンズ１０６を介して撮像素子２０７で撮像された画像信号は、カメラ信号処理回路２０
８でカメラ画像として生成される。
【００４５】
カメラ画像は、ビューファインダ１０４あるいはＬＣＤ表示制御回路２１１を介してＬＣ
Ｄパネル１０３で表示可能である。また、ＴＶ電話モード時には、カメラ画像は通信制御
回路２０２で通信用のエンコードがなされてモデム１０２から外部に送信される。
【００４６】
更にカメラ画像と、内蔵マイク１１３で集音した音声、あるいは送受信回路２１６を経て
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入力されたリモートマイク１１６の音声のうち選択回路２２０で選択された音声とを関連
付けて、画像音声処理回路２１７で処理し、不図示の記録回路で記録することができる。
また、画像音声処理回路２１７では、画像や音声に対して各種エフェクト処理が実行でき
る。
【００４７】
また、ＴＶ電話モード時には、選択回路２２０で選択された音声は、通信制御回路２０２
からモデム１０２を介して外部に送信される。
【００４８】
ＣＰＵ２０３はビデオカメラ１０１の各部を制御する。代表的なものでは、ＴＶ電話モー
ド時には通信制御回路２０２を制御したり、エフェクト画像の合成を行なう際は画像音声
処理回路２１７を制御する。また、ＬＣＤパネル１０３で表示する画像に関して、通常状
態から対面状態に切り替えた際に上下反転変換処理や鏡像変換処理などをＬＣＤ表示制御
回路２１１で行なうが、この制御もＣＰＵ２０３で行なう。なおＴＶ電話モード時のＬＣ
Ｄパネルの表示制御に関しては詳細な説明を後述する。さらに、選択回路２１９及び選択
回路２２０の切り替え制御はＣＰＵ２０３で行なう。このとき、ＣＰＵ２０３はＴＶ電話
モードであるか判断し、リモートコントローラ１５０が使用されているかを判断して、状
況に応じて選択回路２１９及び選択回路２２０を適応的に切り替える。なお、ＴＶ電話モ
ードにおけるＣＰＵ２０３の制御動作を、図１２のフローチャートを用いて後述する。
【００４９】
メモリ２１８はＣＰＵ２０３が読み込む各種処理プログラムや、通信相手の電話番号等個
人データ等を格納している。
【００５０】
また、ＣＰＵ２０３は本体の撮影開始／終了を指示するトリガボタン１１０、ＶＣＲモー
ド／ＴＶ電話モードを切り替えるメニュースイッチ１１１、ＴＶ電話モード時に通話の開
始／終了を指示するオンフックボタン１１２等や、リモートコントローラ１５０によって
制御可能なときはコマンドキー群１１７等から操作コマンドを受け付け、受信したコマン
ドに基づいて各部を制御する。
【００５１】
続いて、ＴＶ電話モード時の動作について説明する。レンズ１０６を通して撮像素子２０
７で撮像された映像データは、カメラ信号処理部２０８でビューファインダ１０４やＬＣ
Ｄパネル１０３の表示面で表示するためのカメラ画像信号に処理される。このカメラ画像
信号は通信制御部２０２に送られ、データ量を減らすためのエンコード処理が施され、マ
イク１１３などで集音した通話音声データと共に通話相手に伝送される。
【００５２】
ＬＣＤ表示制御部２１１には、カメラ信号処理部２０８からのカメラ画像信号と通信制御
部２０２でデコードされた受信映像信号とが入力される。
【００５３】
ＬＣＤパネル１０３の取り付け部には回転機構を持つヒンジ１０８が備えられており、Ｌ
ＣＤパネル１０３の回転角度に応じて切り替わるスイッチ２１３が連動している。スイッ
チ２１３には、ＬＣＤパネル１０３の表示面をレンズ１０６側（被写体側）向けた位置を
検出する接点２１４と、それ以外の位置を検出する接点２１５とがあり、これら検出結果
がＣＰＵ２０３に入力される。なお、接点２１４と接点２１５は夫々所定の動作範囲を有
する構成である。
【００５４】
ＣＰＵ２０３は、ＬＣＤパネル１０３の回転角度がスイッチ２１３の接点２１４の位置（
すなわち対面撮影状態）であることを検出したら、ＬＣＤ表示制御部２１１に対し、通信
制御部２０２から入力されている受信画像をＬＣＤパネル１０３の表示面に表示するよう
に制御する。このとき、ＬＣＤ表示制御回路２１１で表示画像の上下反転変換処理や鏡像
変換処理を行なう。
【００５５】
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それに対して、ＣＰＵ２０３は、ＬＣＤパネル１０３の回転角度がスイッチ２１３の接点
２１５の位置（すなわち通常撮影状態）であることを検出したら、ＬＣＤ表示制御部２１
１に対し、カメラ信号処理２０８からのカメラ画像をＬＣＤパネル１０３の表示面に表示
するように制御する。
【００５６】
また、ＴＶ電話モードにおいてＬＣＤパネル１０３で表示する映像を、図９（Ａ）、図９
（Ｂ）のように変更することも出来る。
【００５７】
図９（Ａ）は、対面撮影状態でのＬＣＤパネル１０３の表示例である。通信相手からの受
信画像９０１に対して、カメラ画像９０２をＬＣＤ表示制御回路２１１で図９（Ａ）のよ
うにいわゆるピクチャインピクチャ形態で合成し、表示する例である。なお、図９（Ａ）
は表示制御回路２１１で受信画像にカメラ画像を合成して表示用画像とし、更に表示用画
像に対して上下反転変換処理や、鏡像変換処理を施したものであり、ＬＣＤパネル１０３
を対面撮影状態で被写体側から見たときのイメージである。このような表示形態とするこ
とによって、ＴＶ電話モードにおける対面撮影状態では、親画面で通話相手から受信した
画像を表示するほか、子画面でカメラ画像を表示することで自らの構図などを調整できる
メリットがある。
【００５８】
図９（Ｂ）は、通常撮影状態でのＬＣＤパネル１０３の表示例である。カメラ画像９０２
に対して、通信相手からの受信画像９０１をＬＣＤ表示制御回路２１１で図９（Ｂ）のよ
うにピクチャインピクチャ形態で合成して表示する例である。このような表示形態とする
ことによって、ＴＶ電話モードにおける通常撮影状態では、通信相手に見せたい被写体を
撮影し、親画面としてそのカメラ画像を表示しつつ、子画面で通信相手の反応等を見るこ
とが出来る。
【００５９】
さらに、ＴＶ電話モードにおいてＬＣＤパネル１０３で表示する映像を、図１０（Ａ）、
図１０（Ｂ）のように加工することも出来る。
【００６０】
図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）の９０３はカメラ画像９０２に対して合成するエフェクト
画像である。カメラ画像９０２とエフェクト画像９０３は、画像音声処理部２１７で合成
される。画像音声処理部２１７で行なう合成処理は文字（テロップ）やキャラクタとカメ
ラ画像を合成したり、或いは複数画像の合成処理のほか、クロマキー合成処理やルミキー
合成処理等が可能である。
【００６１】
画像音声処理部２１７でエフェクト画像９０３と合成されたカメラ画像９０２は、図９（
Ａ）と図９（Ｂ）での説明と同様に、ＴＶ電話モードにおいて、対面撮影状態のときは図
１０（Ａ）を、通常撮影モードのときは図１０（Ｂ）を夫々表示することが出来る。
【００６２】
以上のような構成とすることによって、ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使った場合
に、対面撮影状態で通話をする場合には、ＬＣＤパネル１０３の表示面の向き（表示方向
）とレンズ１０６の向き（撮影方向）との両方を自分の方へ向けて、通話相手の映像をＬ
ＣＤパネル１０３の全面に表示したり、あるいはピクチャインピクチャの親画面に通信相
手の映像、子画面にカメラ画像を表示したりすることができる。
【００６３】
それに対して、自分の周囲の景色や人物を通話相手に見せるような場合には、レンズ１０
６を撮影したい対象に向けるとともに、ＬＣＤパネル１０３を撮影者の方に向けて、撮影
したカメラ映像をＬＣＤパネル１０３の全面に表示したり、あるいはピクチャインピクチ
ャの親画面にカメラ画像、子画面に通信相手からの映像を表示したりすることができる。
【００６４】
また、このような表示形態の切り替えを、ＬＣＤパネル１０３を回転させるという簡単な
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動作に連動しているので大変使い勝手がよい。
【００６５】
続いて、ビデオカメラ１０１のＴＶ電話モードにおける動作に関して、図１２のフローチ
ャートを用いて説明する。なお、図１２に記したフローチャートの如き動作は、メモリ２
１８に記憶されている処理プログラムを読み出し、ＣＰＵ２０３によって実行可能である
。
【００６６】
まず、メニュー設定によってＴＶ電話モードが開始されている状態で、自ら相手に電話を
かける或いは相手からかかってきた電話をオンフック状態にすることによって、通話が開
始される（ステップＳ１２０１）。
【００６７】
通話が行なわれている状態で、液晶ディスプレイの表示面の向きを判断する（ステップＳ
１２０２）。
【００６８】
表示面の向きがビーファインダ側のとき、すなわち通常撮影状態にあれば、内蔵マイク１
１３を用いて付近の音声を集音し、内蔵スピーカ１０５を用いて通信相手からの音声を出
力する（Ｓ１２０３）。
【００６９】
つぎに、ＬＣＤパネル１０３に表示する画像を、カメラ画像と受信画像の合成画像にして
表示するか判断する（ステップＳ１２０４）。ここでの判断はユーザの指示に従っている
。
【００７０】
ステップＳ１２０４で合成表示しないと判断されたときは、撮影中のカメラ画像のみを表
示する（ステップＳ１２０５）。
【００７１】
ステップＳ１２０４で合成表示すると判断されたときは、撮影中のカメラ画像を親画面に
、通信相手からの受信画像を子画面にしてピクチャインピクチャ形態の合成画像で表示す
る（ステップＳ１２０６）。
【００７２】
また、Ｓ１２０２において、表示面の向きが被写体側のとき、すなわち対面撮影状態にあ
れば、カメラ画像及び通信相手からの受信画像を上下反転変換処理及び鏡像変換処理を施
す（ステップＳ１２０７）。
【００７３】
次いで、リモートコントローラ１５０の電源が入っており、コマンドが送受信される遠隔
操作中であるか判断（ステップＳ１２０８）する。
【００７４】
遠隔操作されていないときは、内蔵マイク１１３を用いて付近の音声を集音し、内蔵スピ
ーカ１０５を用いて通信相手からの音声を出力する（Ｓ１２０９）。
【００７５】
ステップＳ１２０８で、遠隔操作されている状況下では、リモートコントローラ１５０に
設置されたリモートマイク１１６を用いて音声を集音し、同じくリモートスピーカ１１５
を用いて通信相手からの音声を出力する（Ｓ１２１０）。また、リモートマイクやリモー
トスピーカを使うか否かは、ユーザの指示に従って選択しても良い。
【００７６】
つぎに、ＬＣＤパネル１０３に表示する画像を、受信画像とカメラ画像の合成画像にして
表示するか判断する（ステップＳ１２１１）。ここでの判断はユーザの指示に従っている
。
【００７７】
ステップＳ１２１１で合成表示しないと判断されたときは、通信相手からの受信画像のみ
を表示する（ステップＳ１２１２）。
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【００７８】
ステップＳ１２１１で合成表示すると判断されたときは、通信相手からの受信画像を親画
面に、撮影中のカメラ画像を子画面にしてピクチャインピクチャ形態の合成画像で表示す
る（ステップＳ１２１３）。
【００７９】
ステップＳ１２０５、ステップＳ１２０６、ステップＳ１２１２、ステップＳ１２１３の
何れかで表示された後、自分或いは相手側によって通話が切断され、通話終了となったか
を判断する（ステップＳ１２１４）。
【００８０】
通話が終了されていないときはステップＳ１２０２からフローを繰り返し、通話が終了さ
れたときはＴＶ電話モードを自動終了してＶＣＲモードへ遷移する（ステップＳ１２１５
）。
【００８１】
以上で図１２のフローが終了となる。
【００８２】
なお、本実施の形態では、メモリカード型のモデム及び無線通信を用いてＴＶ電話機能を
実現する場合を説明したが、通信方式や形態はこれに限らず、例えば、内蔵型の通信端末
を用いてもよく、また、有線通信であっても同様に実現することができる。更には、電話
に限らずインターネットを介しても同様の機能が実現できる。
【００８３】
以上、実施の形態１で述べたように、本発明のビデオカメラはＴＶ電話モードにおいて表
示形態の切り替えが可能であり、表示形態の選択がＬＣＤパネル１０３を回転させるとい
う簡単な動作に連動しているので、ユーザにとって大変使い勝手がよい。
【００８４】
（第２の実施の形態）
第２の実施の形態として、本発明を携帯型無線通信機器に適用した例について説明する。
【００８５】
図８（Ａ）及び図８（Ｂ）には、本実施の形態の携帯型無線通信機器であるカメラ付き携
帯電話を示す。
【００８６】
図８（Ａ）及び図８（Ｂ）において、７０１はカメラ付き携帯電話本体である。７０２は
レンズを含むカメラ部である。７０３はカメラ付き携帯電話の本体７０１に備えられてい
る液晶表示部である。７０７は操作ボタン（テンキーやメニューボタン）である。
【００８７】
なお、カメラ部７０２はヒンジ部７０６によって本体７０１の一部を軸にして矢印Ｒ方向
に回動可能な構成となっており、液晶表示部７０３に対して同方向（矢印７０４）叉は反
対方向（矢印７０５）に向けることができる。また、カメラ部７０２はヒンジ部７０６か
ら本体７０１に着脱できる構成であっても良い。
【００８８】
上述のように構成された携帯電話を用いてＴＶ電話機能を実現する場合、ＴＶ電話モード
において、図８（Ａ）のようにカメラ部７０２を矢印７０４に示す方向に固定していると
き、すなわち液晶表示部７０３の表示方向とカメラ部７０２の撮影方向とが一致するとき
には、液晶表示部７０３に通信相手からの受信画像を表示する。
【００８９】
それに対して、図８（Ｂ）のように矢印７０５に示す方向に固定しているとき、すなわち
液晶表示部７０３の表示方向とカメラ部７０２の撮影方向とが一致していないときには、
液晶表示部７０３にカメラ部７０２で撮影中の映像（カメラ画像）を表示する。
【００９０】
実施の形態２における携帯電話の表示に関する動作原理に関しては、実施の形態１で説明
したビデオカメラ１０１のレンズ１０６の撮影方向とＬＣＤパネル１０３の表示方向の関
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係と同様であり、ヒンジ部７０６を用いたカメラ部７０２の回動検出や、本体７０１の各
ブロックの動作や操作方法も実施の形態１のビデオカメラ１０１と同様の構成、方法から
容易に実現できるので、ここでの詳細な説明は省略する。
【００９１】
また、実施の形態２においても、実施の形態１において図９（Ａ）及び図９（Ｂ）並びに
図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）で説明したものと同様に、表示形態の変更を実行すること
ができる。
【００９２】
さらに、実施の形態２において、カメラ付き携帯電話をＴＶ電話として使用する際に、本
体７０１に具備した操作ボタン７０７（テンキーなど）を用いて文字入力が可能である。
【００９３】
図１１（Ａ）、図１１（Ｂ）に液晶ディスプレイ７０３の表示例を示す。
【００９４】
図１１（Ａ）は、ＴＶ電話モードにおいて図８（Ａ）のようにカメラ部７０２を矢印７０
４に示す方向に固定しているとき、すなわち液晶表示部７０３の表示方向とカメラ部７０
２の撮影方向とが一致しているときの表示例である。この状態のとき液晶表示部７０３に
は、通信相手からの受信画像１００１を優先して表示する。受信画像１００１のみを表示
しても良いが、図１１（Ａ）のように、ピクチャインピクチャの親画面を受信画像１００
１に、子画面をカメラ部７０２で撮影中のカメラ画像１００２にして表示することも出来
る。さらに、７０７のテンキー等を用いて文字入力を行なうときは、文字入力画面１００
３を開き、所望の文字を入力して、入力した文字とカメラ画像とを同時に通信相手に送信
することもできる。
【００９５】
図１１（Ｂ）は、ＴＶ電話モードにおいて図８（Ｂ）のようにカメラ部７０２を矢印７０
５に示す方向に固定しているとき、すなわち液晶表示部７０３の表示方向とカメラ部７０
２の撮影方向とが一致していないときの表示例である。この状態のとき液晶表示部７０３
には、カメラ部７０２で撮影中のカメラ画像１００２を優先して表示する。カメラ画像１
００２のみを表示しても良いが、図１１（Ｂ）のように、ピクチャインピクチャの親画面
をカメラ画像１００２に、子画面を通信相手からの受信画像１００１にして表示すること
も出来る。さらに、７０７のテンキー等を用いて文字入力を行なうときは、文字入力画面
１００３を開き、所望の文字を入力して、入力した文字とカメラ画像とを同時に通信相手
に送信することもできる。
【００９６】
以上、実施の形態２で述べたように、本発明の携帯電話はＴＶ電話モードにおいて表示形
態の切り替えが可能であり、表示形態の選択がカメラ部７０２を回転させるという簡単な
動作に連動しているので、ユーザにとって大変使い勝手がよい。
【００９７】
（その他の実施の形態）
上述した実施の形態の機能を実現するべく各種のデバイスを動作させるように、該各種デ
バイスと接続された装置或いはシステム内のコンピュータに対し、上記実施の形態の機能
を実現するためのソフトウェアのプログラムコードを供給し、そのシステム或いは装置の
コンピュータ（ＣＰＵ或いはＭＰＵ）に格納されたプログラムに従って上記各種デバイス
を動作させることによって実施したものも、本発明の範疇に含まれる。
【００９８】
また、この場合、上記ソフトウェアのプログラムコード自体が上述した実施の形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコード自体は本発明を構成する。そのプログラム
コードの伝送媒体としては，プログラム情報を搬送波として伝搬させて供給するためのコ
ンピュータネットワーク（ＬＡＮ、インターネット等のＷＡＮ、無線通信ネットワーク等
）システムにおける通信媒体（光ファイバ等の有線回線や無線回線等）を用いることがで
きる。
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【００９９】
さらに、上記プログラムコードをコンピュータに供給するための手段、例えばかかるプロ
グラムコードを格納した記録媒体は本発明を構成する。かかるプログラムコードを記憶す
る記録媒体としては、例えばフレキシブルディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁
気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いるこ
とができる。
【０１００】
また、コンピュータが供給されたプログラムコードを実行することにより、上述の実施の
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードがコンピュータにおいて稼働
しているＯＳ（オペレーティングシステム）或いは他のアプリケーションソフト等と共同
して上述の実施の形態の機能が実現される場合にもかかるプログラムコードは本発明の実
施の形態に含まれることはいうまでもない。
【０１０１】
さらに、供給されたプログラムコードがコンピュータの機能拡張ボードやコンピュータに
接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに格納された後、そのプログラムコードの指
示に基づいてその機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一
部又は全部を行い、その処理によって上述した実施の形態の機能が実現される場合にも本
発明に含まれることはいうまでもない。
【０１０２】
なお、上記実施の形態において示した各部の形状及び構造は、何れも本発明を実施するに
あたっての具体化のほんの一例を示したものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範
囲が限定的に解釈されてはならないものである。すなわち、本発明はその精神、又はその
主要な特徴から逸脱することなく、様々な形で実施することができる。例えば、上記実施
の形態では、ビデオカメラ及び携帯電話を例に挙げたが、映像データ及び音声データ送受
信可能な機器であって、撮像部と表示部とを備え、それらのいずれか１つが可動とされた
ものであれば、本発明を適用することができる。
【０１０３】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、例えばＴＶ電話モードにおいて、通信相手の顔を
お互いに見ながら会話する使用形態と、主として自分（撮影者）以外の周辺の状況や人物
の映像を通信相手に送って見せる使用形態を、表示画面の向きを変えることによって切り
替え可能となり、なおかつ通信相手の音声を撮影方向と同じ方向に出力するようにしたこ
とで、撮影する者及び撮影される者のいずれにとっても扱いやすい使用環境を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（Ａ）、（Ｂ）は、本発明の実施形態におけるビデオカメラ１０１の外観及び使
用形態を表す図である。
【図２】ビデオカメラ１０１の後ろ側からの外観図であり、液晶ディスプレイパネル１０
３を閉じた状態を表す図である。
【図３】ビデオカメラ１０１に対するリモートコントローラ１５０の図である。
【図４】液晶ディスプレイパネル１０３にメニュー画を表示した状態の画面図である。
【図５】ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使用する際の、基本的な使用形態を表す図
である。
【図６】（Ａ）は、ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使用する際の使用形態を表す図
であり、液晶ディスプレイパネル１０３の表示面を被写体と反対側に向けて撮影している
ときの図である。
（Ｂ）は、ビデオカメラ１０１の液晶ディスプレイパネル１０３の回動する様子を示した
図である。
（Ｃ）は、ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使用する際の使用形態を表す図であり、
液晶ディスプレイパネル１０３の表示面を被写体側に向けて遠隔操作で撮影しているとき
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【図７】ビデオカメラ１０１の構成を表すブロック図である。
【図８】（Ａ）、（Ｂ）は、本発明の実施形態におけるカメラを搭載した携帯型無線通信
機器（カメラ付き携帯電話７０１）の外観及び使用形態を表す図である。
【図９】（Ａ）、（Ｂ）は、ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使用する際の、液晶デ
ィスプレイパネル１０３の表示例である。
【図１０】（Ａ）、（Ｂ）は、ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使用する際の、液晶
ディスプレイパネル１０３の表示例である。
【図１１】（Ａ）、（Ｂ）は、カメラ付き携帯電話７０１をＴＶ電話として使用する際の
、液晶ディスプレイ７０３の表示例である。
【図１２】ビデオカメラ１０１をＴＶ電話として使用する際の動作を表したフローチャー
トである。
【図１３】通信機能を内蔵した従来のビデオカメラの例を説明する図である。
【符号の説明】
１０１　ビデオカメラ
１０３　ＬＣＤパネル
１０６　レンズ
１０７　被写体
１０８　ヒンジ
１５０　リモートコントローラ
２０２　通信制御回路
２０３　ＣＰＵ
２１１　ＬＣＤ表示制御回路
２１７　画像音声処理回路
７０１　カメラ付き携帯電話
７０２　カメラ部
７０３　液晶表示部
９０１　外部受信画像
９０２　カメラ画像
１００１　外部受信画像
１００２　カメラ画像
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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